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2 先行文中の語の反復  
文章中で、相接する2文の間に同じ語が用いられることが少くない。   
文の連接形式を論ずることは、文章論中の重要な課題であるから、例えば後  
続文の中に先行文中の語が用いられる可能性が大きいと述べることは、文章論  
上の発言にちがいない。   
しかし、修辞学は、昔から、先行文中の用語の効果的な反復法を、しきりに  
教えて来たのであるから、先行文中の語の反復ということは、修辞学上の発言  
でもあるのである。   
ここで修辞学というのは、東洋の、すなわち、漢文でいう修辞学のことであ  





［49】   
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明治14年に刊行された漢文修辞学の書に、結城顕彦著『文章叢話』（巣枝  
堂、和本三冊）というものがある。その中に「頂針」という一項があり、   
頂針トハ頂針回環ノ略語ニテ、環ノ頂二針スレぺ回リテ旧ノ処二復スル   
ト云意ナリ。都テ文章ハ歩ヲ謄ムトキへ進ムニ苦労ナクシテ、文調ノ円   
活ナんモノナリ。  
と説明されている。これだけでは何のことかわかりにくいが、これに、韓愈の  
文章「師説」から例を引き、   











ならぬものになっている。   
ところで、結城氏のこの説明では、「頂針」の意味は、前文未の一語と後文  











に対して山陽は、次のように評を加える。   





－」の前半は、（下線は筆者）   
竜嘘気成雲。雲圃弗霊於垂也。熱車乗是気茫洋窮乎玄間滞日月伏光景感震   
電神変化水下士旧陵訊∵嚢亦霊感哀故。（竜、気ヲ嘘ケバ賓卜成ル。雲ノ、  
固ヨリ竜ヨリ霊ナラザルナリ。然レドモ、竜ハ是ノ気二乗り、茫洋トシテ  




つの定法だというのである。山陽の評文を次のように読んでおく。   
「雲固ヨリ竜ヨリ霊ナラズ。竜此ノ気二乗り‥．」「千里ノ馬有り。千里ノ   



















と説明する。   




問題であるらしい。続いて細田氏は、   
頂針回環ハ頂上二針ヲ建テ之レヲ回環スルノ意ニシテ重進回環卜同ジ  













未周公孔子骨参卒不可勝。勝周公孔子骨参乃比於宵宮宮妾。  則是堅塁宣墓  
マサ   
之孝於其親賢於周公孔子曾参者邪。（夫レ、周公・孔子・骨参ニハ卒二勝   
ルべカラズ。周公・孔子・骨参二勝リテ、乃チ、医官・宮妾二比ス。則チ   
是レ、筐宵宮妾ノ其ノ親二孝ナルコト、周公・孔子・骨参ヨリモ勝レルモ  




心得て、細田氏の解説を見よう。   
則ノ字ヨリ以上ノ、周公孔子骨参ヲ順二出ダシ霞官宮妾ヲ逆二出ダス。則ノ   
字ヨリ以下ハ官官宮妾ノ逆ヲ変ジテ順二出ダシ、周公孔子骨参ノ順ヲ変ジ   
テ逆二出ダス。即チ宮宵宮妾ハ重進ニシテ周公孔子曾参ハ回環ナリ。  
と、くどいくらいに親切な説明である。さらに「周公孔子骨参」を○で表し、  
「宵宮宮妾」を●で表して、次のような図にまでして示してある。そして、   
都テ同字同語ヲ重複ス／レトキニヘ此ノ変化ナカル可カラズ。此ノ変化ヲ   























／   
／  ′  ′  ／  









クルマワ   
クマツキハ  諸君モ亦球突場二遊ハスヤ。夫ノ球二蓉ク廻転＼／循環ルノ性ヲ有スル  
タノレ▼ワ  ヤ、棒ヲ以テ之ヲ突ケへ則チ廻転〉循環ツテ善ク台ノ上ヲ走′レ者ナ クルマ   
リ。針ヲ以テ円珠ヲ突クモ亦然り。期ク針ニテ円珠ノ頂ヲ突テ廻転＼／循  
り  環ル作用ヲ、昔人称シ頂針廻環ノ妙卜云ヒ、因テ頂針廻環卜云フ語ヲ以   
テ、物ノ痕跡無キヲ評スルノ言卜為セリ。何故二項針廻環ナル語ヲ以テ物  
コトハ  ノ痕無キヲ評スルノ言卜為セシャト云ヘヘ夫ノ針ニテ其頂上ヲ突テクル   
〉マワリシ円珠こへ 針ノ痕有ルカト疑ヒ、之ヲ手二執テ検視ス／レニ、   
竜ノ痕ヲ見サルニ依テナリ。是二於テ文革家モ亦頂針廻環ナル語ヲ以テ、   
文ノ接続ノ所及ヒ転換ノ所等二於テ、轟末モ按転ノ痕跡無キ様二審ク手法  








上旬中二在ル所ノ字ヲ執刀、因テ或ハ英次旬ノ旬頭二冒ラセ、或′、其次旬   




る。さらにもう一段落だけ引用すると、   
然テハ斯クシテ句ヲ成セヘ乃チ何ノ妙有ルヤト云へへ則チ英文ノ語路   
力円滑卜為り、其音調力円朗卜成ルヤ、恰モ夫ノ球力突カレテ盤上ヲ走り   
循環ルカ如キナリ。唯是ノミナラス、接続シテモ、転換シテモ、読ム者力   









みをナること，すなわち、同語を反復することである。   
圃氏のこのくだりでの例文は、みな、山陽の▲『日本外史』から引かれてい  
る。   
① 平氏出自桓武重垂。重量夫人多始比真宗生四子。坪氏ハ桓武天皇ヨリ  
出ヅ。天皇ノ夫人、四子ヲ生ム。）   
⑧ 発兵討墾田。遭嬰聞之。率兵索貞盛於常陸（兵ヲ発シテ将門ヲ討ツ。将  
門之ヲ両耳、貢亨率イテ貞盛ヲ常陸二索ム。）   
⑨ 是為高倉垂。牽母之兄大納言時忠謂衆払方今天下之人、非平族者非人  
也。（是テ高倉帝トナス。帝ノ母ノ兄、大納言時忠、衆二謂ッテ日ク。  
「方今、天下ノ人、平族二非ル者ノ、人二非ルナリ」ト。）   
④ 重衡等凱鼠献首観下。清盛賞恩納堕墜常愛福原。叉築島其南。（塵衡等  
凱旋シ、首ヲ閣下二献ズ。清盛、忠蘭テ賞ス。清盛常二福原ヲ愛シ、叉  
島ヲ其ノ南二築ク。   
⑧ 京師戒鼠晴天慶⊇空也。室生朝廷拝参議藤原忠文為征東大将軍。（京師  
或敢ス。時二天慶≡牢ナウニ‾≡年、朝廷参議藤原忠文ヲ拝シテ征東大将  
軍トナス。）   
これらの例文の解説において、同氏ほ、なかなか含蓄のあることを言ってい  
る。   
①では「天皇」の2字を頂針して、上旬から下旬へ回環しているという。こ   
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こで「句」というのは、今私たちのいう「文」（sentence）のことで、「天皇」  




の『邦文日本外史』によって示すと、次のようになっている。   
三年、朝廷参議藤原思文を押して、征東大将軍と為し、諸将を率いて東伐   
せしむ。東海、東山の兵を発し、募るに重賞を以てす。而して貞盛を常陸   
線に任じ、兵を発して将門を討たしむ。将門之を聞きて、兵を率いて貞盛  
を常陸に索むれども得ず。乃ち其の衆を散じて独り千余人を以て下野に至  














のりひとゆではb   三年二月、憲仁、禅りを受く。甫めて五歳なり。是を高倉帝とす。帝の母  
の兄、大納言時忠、衆に謂ひて日く、「方今天下の人、平族に非ざる者は、  





するのが、頂針回環の最上の用法だと評するのである。   
㊥では、「清盛」が前文で文末には位置していないが、これも頂針回報の－   
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種だと説明する。   
⑤の例には、一つの飛躍がある。天産二年の「ニ年」が、下段では「三年」  
で受けつがれたと見、これも頂針回環の一法だととらえている。   
このように、岡氏が頂針回環の原理を広くとらえ、実際の文脈の中で、その  
応用的変異形を見出して評価したことを、私ほ甚だ興味を以て見るのである。   
因みに、岡三慶という人は、頼山陵の門人であった森田節斉から教えを受け  
たと、他の書（『文章軌範文法明弁』明治13年）の自序に述べている。  



















・天有時以生。有時以殺。草木有時以生。有時以死。石有時以勒。水有時以   




て「良」ということがいえる。材は美で、エは巧でも、良でないことがあ   












うさせるのである。   
この文章を、山陽が、こう言って評しているという。  






と述べられる。そして、最後に、   
草木水石ヨリ上文ノ天有時ノ句二応ズ。是レ古文ノ法ナリ。  







か疑われる記述なのであるが、著者下森民らの意図は、推することができる。   




もので、文章論的に、おもしろく、また、大事な指摘と、私には思われる。   
漢文の修辞学では、着眼単位の大小によって、次の四つの水準を設けてい   
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る。   
篇法一1作品全体の構成法   
章法一部分的まとまりの中での技法   
























るとともに鳴りの質が、残念ながら低下して来た。それでも、当代に軋 李  
白・杜甫のように鳴りの善い人もいる。   
孟東野君。君は今、世の中であんまり上の方にはいないが、君の詩の鳴り具  
合は第一級のものだ。出世して社会に大声を響かせるのも、みじめな生活から   










送孟東野序   
大凡物埜得其空則旦堅。草木之無声。風擁之塵。水之無声。風涛之堪。其躍   
也或激之。其趨也或梗之。其沸也或灸之。金石之無声。或撃之塵。人之於   
言也亦然。有不得己者而後青。其歌也有恩。英米也有憾。凡出乎口而為声   
私共皆有塑空者乎。楽也者。鬱干中而泄干外者也。釈英萱盤者。而仮之   
埠。金石糸竹。鞄土草木八私物之堂睦者軋維天之於時也亦軌択其萱   
吸着。而仮之埠。是駄以鳥塵春。以膏塵乳以虫追払以風晩冬。四時   
之相推私共必有季得其至者乎。其於人面亦私人声之精者為言。文辞之   
於言。叉其精也尤択共著鳴者。而仮之塵。其在唐虞。容陶丙其善鳴者也。 －   
而仮以垂。襲弗能以文辞塵。叉自仮於詔以嗅。夏之時。玉子以其取睦。伊   
戸埠段。周公亜風凡載於辞書六芸。皆嗅之言者也。周之衰。孔子之碍埠   
之其声大而遠。伝日。天将以夫子為木鐸。其弗僧兵乎。其未也。荘周以其   
荒唐之辞払楚大国也。其亡也以屈原塵。戚孫辰。孟軌筍卿。以荘重   
者也。楊宋。塵窄。管夷吾。曇嬰。老琳。申不審。韓非。慎到。田断。郷   
術。戸佼。孫武。張儀。蘇秦之属。皆以其術蜂。秦之輿。李斯埴之。漠之   
時。司馬凰相如揚軌最琴豊埠着払其下魂晋氏。盤者不及於古。然   
亦未嘗絶也。就其善鳴。其声清以浮。其節数以急。其辞産以哀。其志弛以   
嘩。其為言也。乱雑而無章。将天醜其徽，英之顧邪。何為乎不鳴其蓉鳴者 －■‾   
也。膚之有天下。障子昂。蘇源明。元結。李白。杜甫。李観。皆以某所   
能蝮。共存而在下者。孟郊東野始以其詩嗅。其高出貌晋。不慣而及於古。   
其宿浸渾乎漢民兵。従音源者。李軌張籍其尤也。三子音之鳴借善兵。抑 ：   
不知天将和英声而使埠国家之盛弧抑将窮餓其身。思愁其心腸。而使自重   
其不幸邪。三子者之命。則懸乎天真。其在上也。英以害。其在下也。葵以   
悲。東野之役於江南也。有若不釈然者。故書道其命於天者。以解之。   
一つの文章において、形式的な語ではなく、実質的意味をもったある単語が   
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目立って多く用いつれていれば、それは、その文章の主題に深く関連した語で  
あると見て、まず間違いはない。この文章で、「鳴」の語が主題をささえる静  




用いられている。   
善鳴者がよく出始めるところに、新たに「天」という辛が登場する。「不平」  
「鳴」「善鳴者」「天」という諸語の、相伴った出方から、   
① 不平が鳴を生ずる。   
⑧ 鳴の中に、選ばれた善鳴者が生ずる。   









ったわけである。   











る要（かなめ）と′なる。   






























7 Dickensの冒頭文に見る修辞  
修辞法としての文披は、SyntaXとしての文鎮に比べると、はるかにuniver－   
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Salな性格をもっている。漢文の修辞法は、ほとんどそのまま日本語文の修辞  
法としても通用して来た。それと同じように、東洋の修辞学と西洋の修辞学と  
にも、共通するところが多い。   
次に示す英文は、Dickens の長編／J、説Bleak Houseの冒頭部、すなわち、  
その第1章、InChanceryの最初から四つの段落を記したものである。   
私が2種類の下線を引いた語句にご注目願いたい。  
① LoNDON・MichaelmasTermlatelyover，and theLord Chancellor  
SittlnginLincoln’sInn Hall．  Implac ble November weather・As  
muchmudin thestreets，aSifthe waters had but newly retired  
fromthe face ofthe earth，andit would not be wonderfulto meet  
aMegalosaurus，fortyfeetlongorso〉Waddlinglike anelephantine  
lizardup HolbornHi11・Smokelowerlngdownfromchimney－POtS）  
makingasoft，blackdrizzle，With鮎kesofsootinitas bigasfull－  
grownsnow且akespgoneintomournlng，Onemightimaglne，forthe  
death ofthesun・Dogs，undistinguishablein mire・Horses，SCarCely  
better；Splashed to their very blinkers．Foot  passengers，JOStling   
OneanOther，s umbrellas，in a generalinfection ofill－temPerland   
losingtheir footholdat street cornerS，Where tens of thousands of   
Otherfootpassengershavebeenslipplngandslidingsince the day   
broke（if the day ever broke），adding new deposits to the crust   
upon crust of mud，Sticking at tllOSe POlntS tenaCiously to the   
pavement，andaccumulatingat compoundinterest．  
② Fog everywhere・Foguptheriver，Whereitflowsamong green   
aitsandmeadows；fogdowntheriver，Whereitrollsde丘Iedamong   
thetiersof shipping，andthewaterside pollutions of a great（and   
dirty）city・FogontheEssexmarshes，fogontheKentishheights．   
FogcreeplnglntOthe cabooses of co］1ier－brigs；foglylng Out On   
theyards，andhoverlngintherigglngOfgreatships；fogdrooplng   
Onthegunwalesof bargesandsmallboats・Fogln the eyes and   
throatsofancient Greenwichpensioners）Wheezlngbythefiresides   
Oftheirwards；foginthestemandbowlof theafternoonpIPeOf   
thewrathfu1skipper，downinhisclosecabin；fogcrue11ypinching   
thetoesandfingers of his shiverlnglittle prentice boy on deck・   
ChanCe PeOPle on the bridges peeplng OVer the parapetsinto a   
netherskyoffog，Withfogallroundthem，aSif theywereupln   
aballoon，andhanglnginthemistyclouds・  
③ Gasloomingthroughthefogindiversplacesinthestreets，muCh   
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asthe sun may，from thespongyfields，be seentoloom by hus－   
bandman and ploughboy・Most of the shopslighted two hours   
before their time－aS the gasseem＄tO know，forithasahggard   
and unwilling look. 
④ Therawafternoonis望竺些andthe旦竺空室墜is車型and   
the muddystreetsare muddiest，near thatleaden－headed old ob－  
StruCtion）aPPrOprlate Ornamentforthethresholdofaleaden－headed  
OldcorporationqTemple】】ar・Andhardby Temple13ar，in Linq  
COln’sInn Hall，atthe veryheart of the fog，Sits the Lord High  
Chancellorin hisHigh CourtofChancery・   
第1段落のはじめと辣4段落の終りとに、theLordChance1lor（大法官）及  






いるのである。   
それを回環させる頂針として、第2段落のfogが大活躍している。   
この段落には、fogが13回登場する。まことに「字眼」というべきである。  
この段落を読んでfogを印象づけられない読者はいないだろう。   






Fog on the Essex marshes 
fogonthe Kenti＄h Heights  
FogcreeplnglntOthe・  
foglyingoutonthe‥   
hoveringinthe‥  
and  
fog drooplngOnthe・・・  
Foglntheeyesandthroats of・  
foglnthestemandbowlof‥  
のように語形をそろえて、韻文的な調子を出したあと、読者を、橋の欄干から   
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Theraw afternoonis rawest，   
the densefogis densest，   




て行く。   





る。   
この冒頭ヰ段落を通して、諸原の流れは、次のようになっている。  
①  ③  ⑨  ④  
????? ????????????? ?????? ?????????ー ??? ???ー????
こうして見ると、この文章展開が、fogを頂針にして、文字通り回環してい  
ることがわかるであろう。   
文章の大筋の流れにおいて、そのような修辞性が見られるほか、部分的に  
も、いろいろな修辞法を見ることができる。その一つに、第1段落の中ごろに  




法として、文間にわたる類義語の使用という方法が用いられていることを見る。   
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これも極めて一般普遍的原理で、言語の如何を闘わず、近い文脈の中に、弊義  
や類縁の語が使われやすいということは、すでに文章論上の一つの定説となっ  








の反復では、近くにあるものほど反復の効果が上がるとかいうこ とは、文章論  
の問題でもあり、修辞学の問題でもある。   
次の文は、哲学者三木清氏の「仮説にっいて」という文章の一部である。   
思想が何であるかは、これを生活に対して考えてみると明瞭になるであろ  
う。生活は事実である。どこまでも経験的なものである。それに対して思   
想には常に仮説的なところがある。仮説的なところのないような思想は思   
想とは言われないであろう。   
舞1文では、「思想一生括」という順序で、この2概念が捷出されている  
が、第2文では「生活」だけが論じられ、第3文では「思想」が論じられる。  
すなわち、三つの文を通して、思想と生活とは、   
思想一生括。生浮トー一息想。  
という順序で論じられているので、例の言い方をすれば、この文章は、「生活」  
を頂針く重進）して、「思想」を回環したということになる。   
また、第3文で「思想一一仮説的」と振出されたものが、舞ヰ文では「仮説  
的一息想」という順序になっている。ここでもまた、同じことが言えるわけ  





に表すための順序もこうであったから、こういう言い方をしたのだろう。   
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文章は思想の内容を表現したものだというのが正確な言い方ではあろうが、  
むしろ、実際には、文章は思想そのものだと言った方が真実に近いかと思われ  
る。   
修辞法は思考法から出る。   
